
  

平成 20年度 決算の概要 

  

 平成 20年度の国の予算は、歳出全般の徹底した見直しのもとに編成されましたが、地方財政対策に

ついては、総額で前年度比 0.3％、地方交付税についても実質４年ぶりの増加となりました。 

 多くの市民の参画により策定された新総合計画の具現化を最優先に編成された名寄市各会計予算で

は、市立天文台整備事業、北斗・新北斗団地建替事業、市立総合病院増改築事業、風連地区市街地再

開発事業、住宅リフォーム促進助成事業、少子化対策の一環である「こんにちは赤ちゃん事業」などを実

施しました。 

 一般会計の決算総額は、歳入額が１８８億８，５２３万８千円、歳出額が１８６億６，０１１万１千円で、歳

入歳出差引き２億２，５１２万７千円となりましたが、翌年度繰越財源と財政調整基金による調整によって

実質単年度収支が１億１，８５７万６千円の赤字となりました。 

(本文中の決算額は重複分を差引いた決算統計ベースです) 

  

一般会計歳入（単位：千円）   １８８億８，５２３万８千円  

歳 入 金 額 比 率 

市税 ３，０８０，４９３千円  １６．３％  

地方交付税 ８，０５９，２５２千円  ４２．７％  

国庫支出金 ２，１７０，６３８千円  １１．５％  

道支出金 ９２６，８７０千円  ４．９％  

市債 １，４６６，１００千円  ７．７％  

諸収入 ９７６，２３７千円  ５．２％  

その他 ２，２０５，６４８千円  １１．７％  

市税を市民一人当たりに換算すると９９，６３１円になります 

市債：主に市が長期間借り入れるお金 

諸収入：主に市が貸したお金の返済金 

 歳入決算額は、前年度と比べ固定資産税が増えたものの、市税全体では 2,566万 2千円（0.8％）減少

となりました。一方歳入の４割を超える地方交付税において 1億 614万 1千円（1.3％）の他、国庫支出

金、道支出金などが増えたことで、歳入全体では 4億 1,642万円（2.3％）の増加となりました。 

 また、自主財源は 54億 7,567万 6千円で、歳入総額に占める割合で 29.0％、対前年比 1.8％の減少

になっています。 



  

一般会計歳出（単位：千円）   １８６億６，０１１万１千円 

歳 出 金 額 比 率 

人件費 ３，６７３，０７３千円  １９．７％  

扶助費 １，４１７，６０７千円  ７．６％  

公債費 ２，５９９，８４１千円  １３．９％  

普通建設事業費 ２，６０２，０１２千円  １４．０％  

物件費 １，８８１，７１５千円  １０．１％  

補助費等 ３，２３５，８８２千円  １７．３％  

繰出金 １，８４５，８１０千円  ９．９％  

その他 １，４０４，１７１千円  ７．５％  

 歳出決算額は、人件費が１億 1,444万 5千円（3.0％）の減少となりましたが、普通建設事業費が対前

年度比 23.7％増えるなど、前年度と比べ全体で 3億 6,412万 8千円（2.0％）の増加となりました。 

 人件費・扶助費・公債費を合わせた義務的経費の割合は 41.2%で、投資的経費は 14.0%となりました。  

  

【名寄市の財政力は？】 

○財政力指数（３年平均） ０．３０７（前年度０．３０５） 改善 ※１．０に近いほど強い 

○経済収支比率 ８９．５％（前年度９０．６％）  改善 

 ※財政の弾力性を示す、経済的な支出と収入の割合 

○実質公債費率 １８．８％（前年度１８．９％）  改善 

 ※１８％を超えると起債借入に北海道知事の許可が必要となり、２５％を超えると起債発行が一部制限 

されます。 

○健全化判断比率４指標については、広報なよろ平成２１年１１月号をご覧ください。 

  

 

 

 

 

 

 



各会計決算総括表 

区分 歳入決算額 歳出決算額 差引額 

一般会計 １８８億８，５２４万円 １８６億６，０１１万円 ２億２，５１３万円 

特

別

会

計 

国保 
保険事業勘定 
直診勘定 

３３億３，５７０万円 
１億２，４２９万円 

３２億７，２１５万円 
１億２，４２９万円 

６，３５５万円 

― 

老人保健事業 ３億２，９５８万円 ３億２，９５８万円 ― 

介護 

保険事業勘定 

サービス事業・名寄 

サービス事業・風連 

１８億７，９３４万円 

６億３，９４３万円 

４億３，５０８万円 

１７億５，９３１万円 

６億３，９４３万円 

４億３，５０８万円 

１億２，００３万円 

― 
― 

下水道事業 

個別排水処理施設整備事業 

簡易水道事業 

公設地方卸売市場 

食肉センター事業 

後期高齢者医療 

２１億２，６８８万円 

８，３０６万円 

４，３２８万円 

３，８０１万円 

１， ５７７万円 

２億６，１７８万円 

２１億２，６８８万円 

８，３０６万円 

４，３２８万円 

３，８０１万円 

１， ５７７万円 

２億６，１７８万円 

― 
― 
― 
― 
― 

― 

小計 ９３億１，２２０万円 ９１億２，８６２万円 １億８，３５８万円 

一般会計＋特別会計 ２８１億９，７４４万円 ２７７億８，８７３万円 ４億８７１万円 

企業会計 
病院事業会計 

水道事業会計 

７４億８８１６万円 

５億９，０１８万円 

７６億１，８２５万円 

５億６，１８２万円 

― 
― 

※一般会計では、ごみ処理手数料など、歳入歳出の重複と振替など、３億４，３６１万円を調整していま

す。 

※国民健康保険、介護保険会計では、決算の剰余金を翌年度に繰り越します。これ以外の特別会計は

一般会計との調整で収支が一致しています。 

※企業会計の決算額に消費税は含まれません。 

 

一般会計とは 

 市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土木費や教育費など、行政運営の基本と

なる会計のことをいいます。 

特別会計とは 

 特定の事業やサービスを提供するために、利用者からいただいた保険料や使用料などを財源として事

業を運営するために設けられた会計のことをいいます。 

 企業会計とは 

 自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と同様の経理をする会計のことをいいま



す。 

  

平成２０年度に行った主な事業 

○市立天文台整備事業 165,114千円 

○風連地区市街地再開発事業  545,136千円 

○（仮称）地域交流センター整備事業  29,800千円 

○北斗・新北斗公営住宅建設事業  80,139千円 

○風連西町団地公営住宅計節事業  168,299千円 

○19線道路舗装新設事業  95,641千円 

○風連智烈布橋改良舗装事業  117,677千円 

○馬鈴薯貯蔵施設整備事業  70,641千円 

○真空予冷施設整備事業  22,147千円 

○住宅リフォーム促進助成事業  32,400千円 

○認定子ども園整備事業（繰越分）  86,655千円 

○中心市街地活性化事業  2,249千円 

○道の駅管理運営事業  12,853千円 

  

【名寄市の貯金と借金】 

 貯金にあたるものとしては基金があります。平成 21年 5月 31日現在では一般会計と特別会計合わ

せて 38億 7,552万円の現在高で、１人あたりにすると 12万 5,344円。また借金にあたるものが地方債

残高で、病院事業などの企業会計や介護保険などの特別会計を含む全会計の総額では 423億 8,276

万円となっており、１人あたりにすると 137万 767円となります。 （年度末人口３０，９１９人） 

  

【主な市有財産の現在高】 (平成 21年３月 31日現在) 

  土地   4,012万 7,895平方メートル 

  内山林 2,484万 7,752平方メートル 

  建物     29万 3,409平方メートル 

  有価証券   3,871万円 

  債権     3億 559万円 

  基金   36億 55万円 

  


